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1  住民アンケート調査 

 

（１）調査概要 

【調査目的】 

安平町民の移動実態（生活圏や移動頻度、移動時間帯など）や今後の運転移行や公共交通に対するニー

ズから移動困難者の把握を目的に調査を実施しました。調査結果を地区別や個人属性別で集計を行うこ

とで、地区ごとに異なるニーズの明確化や真に公共交通を必要としているターゲット層を把握します。 

 

【調査対象】 

15歳以上の安平町居住者 

 

【調査方法】 

対象世帯に対して郵送配布・郵送回収（一部WEB）により、調査を実施しました。 

・配布世帯数：3,544 世帯 

・配布日：令和 3年 9月 4日 

・回収数：486 票（回収率：13.7％） 

 

【調査項目】 

問 1）個人属性 

・年齢、性別、職業、居住地、自動車の保有・利用状況、自動車運転困難となった場合の移動手段、

運転免許返納後の困難となる目的 

問 2）外出の際に困っていること 

・外出の際に困っていること、困っていることが解消された場合の外出頻度向上 

問 3）日頃の交通行動（買い物・通院・私用） 

・外出頻度、目的先へ行く時間帯、目的先から帰る時間帯、目的先（地域）、交通手段など 

問 4）安平町の公共交通について 

・各公共交通の利用頻度、現行の安平町バスサービスの認知度 

問 5）安平町の公共交通の取組について 

・路線バス・デマンドバスの満足度、各種公共交通施策の認知度、公共交通を維持する場合の考え

方、公共交通の方向性について感じること 

 

【集計方法】 

※グラフの「nの値」は回答の総数を指し、無回答や無効回答などは除いた数。 
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（２）アンケート調査票 
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（３）調査結果 

問１．あなたご自身のことについて、お答えください。 

Ｑ１．年齢 

回答者の年齢は、75歳以上（32.８％）が最も多くなっており、65～74歳（25.5％）、50歳代（12.5％）

と続いています。 

 

図 1-1 年齢 

 

Ｑ２．性別 

回答者の性別は、男性（43.8％）、女性（56.2％）となっています。 

 

 

図 1-2 性別 
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Ｑ３．職業 

回答者の職業は、無職（37.1％）が最も多く、主夫・主婦（17.1％）、パート・アルバイト（14.6％）

と続いています。 

 

 

図 1-3 職業 

 

Ｑ４．居住地 

回答者の居住地は、多い順に追分地区（45.2％）、早来地区（36.1%）と続いています。 

 

 

図 1-4 居住地 
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Ｑ５．自動車免許と自動車の保有状況 

免許と自動車の保有状況は、免許も自動車も持っている（73.7％）という回答が最も多く、免許を持

ったことがない（14.7％）が続いています。 

年齢別の自動車の保有・利用状況を見ると、60歳以上では年齢が高くなるにつれ、自動車の保持率も

免許の保持率も低くなっています。また、高齢になるほど免許返納をしている割合も高くなっています。 

他にも、7５歳以上では免許を持ったことがないと答えた方が約３割いる状況です。 

 

 

図 1-5 免許と自動車の保有状況 

 

 

図 1-6 年齢別自動車の保有・利用状況 
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Ｑ６．運転意向（運転している方のみ） 

何歳まで運転したいかについては、分からない（46.7％）が最も多く、80～84歳（16.0％）、70～74

歳（11.7％）が続いています。 

 

 

図 1-7 何歳まで運転をしたいか 

 

居住地別の自動車の運転継続の意向を見ると、全地区でわからないと答えた割合が40%を超えていま

す。また、75歳以上まで運転を続けたいと思っている割合がどの地区でも約 4割を占めています。 

 

図 1-8 居住地別今後の運転継続の意向 
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Ｑ７．将来、自動車の運転が困難になった場合の移動（運転している方のみ） 

運転が困難になった場合はバスを利用するという回答（23.6％）が多く、次に JRを利用(16.9%)、ハ

イヤーを利用(12.1%)が続いています。 

年齢別の免許返納後の移動手段を見ると、50代以上では将来はバスを利用すると答えた割合が一番高

くなっています。また、年齢が上がるにつれて外出支援サービスを利用したいと答えている割合が増え、

引っ越したいと答えている割合が減っています。 

 

 

図 1-9 運転が困難になった場合の移動手段 

 

 

図 1-10 年齢別の免許返納後の移動手段 
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Ｑ８．運転免許を返納した場合に、困る事（運転している方のみ） 

免許を返納した際に困る事として、買い物に行けない（81.8%）、病院に行けない（77.2%）が多くを

占めました。 

 

図 1-11 免許を返納した場合に困ること 
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問２．外出実態について 

Ｑ１．外出で移動の際に最も困っていること 

困っていないと答えた割合が最も多く(40.7%)、時間が合わない(33.0%)、家族や知人に頼るしかな

い(9.1%)と続いています。 

 

 

図 1-12 外出の際に困っていること 

 

外出時に困っていることを７５歳以上、７５歳未満の回答者に分けてみると、７５歳未満では困ると感

じたことがないが多くを占め、「時間が合わない以外」は 10%を下回っている一方、７５歳以上では困る

と感じたことはないが比較的低く、時間が合わない、家族や知人に頼るしかないという回答が２０%以

上を占めています。 

 

 

図 1-13 年齢別外出時に困っていること 
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Ｑ２．困っていることが改善された場合の外出頻度の変化 

困っていることが解決すると外出頻度が増えると思うと答えた割合が最も多くなりました(40.7%)。 

 

 

図 1-14 (1)が改善された場合の外出頻度 

 

地区別に外出の際に困っていることを見ると、困ると感じたことはないがどの地区でも約 4 割以上を

占めています。また、早来地区では他の地区と比べて時間が合わないと答えた割合が比較的高くなってい

ます。 

 

 

図 1-15 地区別外出時に困っていること 

  

増えると思う, 

40.7%

変わらない, 

31.5%

分からない, 

27.8%

n=378

8.3%

4.5%

7.0%

3.2%

5.6%

9.0%

9.3%

4.5%

22.2%

32.2%

32.6%

38.2%

5.6%

9.5%

9.3%

8.9%

52.8%

39.7%

39.5%

38.9%

5.6%

5.0%

2.3%

6.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

安平地区(n=36)

追分地区(n=199)

遠浅地区(n=43)

早来地区(n=157)

公共交通の使い方 運賃が高い

時間が合わない 家族や知人に頼るしかない

困ると感じたことはない その他



18 

問３．日頃の交通手段 

問３-１．買い物（食料品・日用品等）について 

Ｑ１．買い物に行く頻度 

買い物に行く回数は週に1～2回が最も多く（55.4%）、月数回（14.9%）、週 3~4回(14.6%)が続い

ています。 

 

図 1-16 買い物に行く頻度 

 

年齢別に買い物に行く頻度を見ると、年齢を経るにつれて利用の頻度が落ちており、75 歳以上では 2

割が月に数回しか買い物に行かないと答えています。また、60歳代から宅配や移動販売車を利用してい

る割合も増えており、高齢になるほど買い物で外に出る回数が減っています。 

 

図 1-17 年齢別買い物頻度 
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Ｑ２．買い物に行く主な曜日 

買い物に行く曜日は特に決まっていないが半数以上(54.6%)おり､その他では土曜日(30.4%)､日曜

(25.7%)が多くなっています。 

 

 

図 1-18 買い物に行く曜日 

Ｑ３．買い物でよく利用する場所 

買い物の目的地については千歳市(33.0%)が最も多くなりましたが、苫小牧市(32.5%)、安平町内

(32.3%)とほぼ横並びでした。また、今回のアンケートでは厚真町を目的地とする回答者はいませんで

した。 

 

 

図 1-19 買い物の目的地 
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地区別の買物でよく利用する場所を見ると、追分地区では千歳市、遠浅地区では苫小牧市に買い物に行

っている割合が高くなっています。 

 

 

図 1-20 地区別買い物でよく利用する場所 

 

 

図 1-21 買い物の具体的な目的地 
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Ｑ３．買い物先に到着する時間帯と買い物先での滞在時間 

買い物では 1 時間半以内の滞在が多くを占めましたが、2 時間以上滞在すると答えた人も約 2 割いま

した。 

 

 

図 1-22 買い物先の滞在時間 

 

買い物先に到着する時間としては10時台が多く（22.4％）、10時台、11時台に買い物をしている人

が多くなっています。 

 

 

図 1-23 買い物先に到着する時間 
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Ｑ４．買い物時の主な交通手段 

買い物の交通手段については自分の車が大多数を占め（56.3％）、次に家族や知人の送迎・同乗(13.5％)、

徒歩・自転車（12.9％）と続いています。 

 

 

図 1-24 買い物時の交通手段 

 

年齢別の買い物先への移動手段は、年齢が増すごとに自分の自動車と答えている割合が減っていき、

75歳以上では5割を下回っています。また、年齢が増すことで主に増えているのは家族や知人の送迎・

同乗や徒歩・自転車、ハイヤーです。 

 

 

図 1-25 年齢別買い物への移動手段 
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問３-２．通院について 

Ｑ１．病院・クリニックに行く頻度 

病院に行く回数は月数回が最も多く（48.4％）、めったに行かない（47.6％）が続いています。 

 

 

図 1-26 病院に行く頻度 

 

年齢別に通院頻度を見ると、年齢が上がるにつれて頻度が上がっています。75歳以上ではめったに行

かないと答えた割合が25％以下で、7割以上の回答者が月数回以上病院に行くと回答しています。 

 

 

図 1-27 年齢別通院頻度 

 

ほぼ毎日, 

0.2%

週３～４回, 

0.9%

週１～２回, 

2.9%

月数回, 

48.4%

めったに行かない, 

47.6%

n=450

0.7%

1.7%

1.8%
0.7%

1.7%

2.6%
1.8%

6.6%

40.0%

22.6%

25.9%

40.7%

51.3%

48.2%

67.2%

100.0%

60.0%

77.4%

74.1%

55.9%

46.2%

48.2%

24.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10代(n=1)

20代(n=10)

30代(n=31)

40代(n=58)

50代(n=59)

60～64歳(n=39)

65～74歳(n=114)

75歳以上(n=137)

ほぼ毎日 週３～４回 週１～２回 月数回 めったに行かない



24 

Ｑ２．病院に行く主な曜日 

病院に行く曜日は特に決まっていないと答えた人が 35.1%おり､その他では平日が概ね 10%前後とな

っています。 

 

 

図 1-28 病院に行く曜日 

Ｑ３．通院でよく利用する場所 

通院の目的地については安平町内が最も多く(44.2％)、次に苫小牧市(35.3％)、千歳市（15.6％）と

続いています。 

 

 

図 1-29 通院の目的地 
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地区別の通院でよく利用する場所は、苫小牧市へ行くと答えた割合が安平地区、遠浅地区、早来地区で

高くなっています。追分地区では安平町内の病院に行くと答えた割合が一番高く、千歳市が続きます。 

 

 

図 1-30 地区別通院でよく利用する場所 

 

 

図 1-31 通院の具体的な目的地 

41.7%

57.8%

20.8%

33.3%

58.3%

12.7%

75.0%

49.4%

22.5%

13.6%

1.2%

6.9%

4.2%

2.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

安平地区(n=12)

追分地区(n=102)

遠浅地区(n=24)

早来地区(n=81)

安平町内 苫小牧市 千歳市 厚真町 その他

25.0%

20.3%

7.0%

8.1%

1.2%

1.7%

2.3%

1.2%

1.2%

2.3%

1.2%

1.2%

1.2%

1.7%

4.7%

1.7%

1.2%

1.2%

0% 10% 20% 30%

追分クリニック

並木会渡邉医院

苫小牧市立病院

王子総合病院

沖医院

花輪内科循環器科医院

勤医協苫小牧病院

浪岡医院

柴田内科循環器科

たかぎ内科・循環器内科

苫小牧泌尿器科・循環器内科

苫小牧消化器外科

とまこまい北星クリニック

とまこまい脳神経外科

千歳市民病院

三上内科呼吸器科クリニック

はせがわ内科クリニック

ペウレ

安平町

苫小牧市

千歳市

n=172



26 

Ｑ４．病院に到着する時間帯と病院での滞在時間 

病院では1時間未満の滞在が多くを占め(22.3%)、次に1時間半～2時間未満(21.0%)が続きました。 

 

 

図 1-32 病院の滞在時間 

 

病院に到着する時間は9時台（26.8％）、10時台（25.6％）が多く、病院には午前中に到着している

人が多くなっています。 

 

 

図 1-33 病院に到着する時間 
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Ｑ５．通院時の主な交通手段 

通院の交通手段については自分の自動車が大多数を占め(43.5%)、次に徒歩・自転車と家族や知人の

送迎・同乗が12%前後と続いています。 

 

 

図 1-34 通院時の交通手段 

 

年齢別の病院への移動手段では、どの世代でも自家用車が一番多い割合となりましたが、65歳以上は

自家用車の割合が 5 割を切り、家族や知人の送迎や徒歩・自転車をはじめ他の移動手段が増加していま

す。 

 

 

図 1-35 年齢別病院への移動手段 
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問３-３．私用交通（サークル活動、教室・習い事など）について 

Ｑ１．私用（サークル活動、教室・習い事など）で外出する頻度 

私用に行く回数はめったに行かないが最も多く半数以上を占め（62.1%）、月に数回（16.8%）が続い

ています。 

 

 

図 1-36 私用に行く頻度 
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Ｑ４．私用移動の主な交通手段 

私用の交通手段については自分の自動車が大多数を占め(61.4%)、次に徒歩・自転車(15.2%)、家族

や知人の送迎・同乗(8.1%)が続いています。 

 

 

図 1-37 私用の交通手段 
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問４．公共交通の利用状況や認知度について、お答えください。 

Ｑ１．公共交通の移動手段別の利用頻度をお答えください。（それぞれ１つだけ○印） 

公共交通の利用頻度としてはすべての交通機関でめったに使わない・利用したことがないと答えた割

合が 8 割を超えています。また、月数回も合わせるとすべての交通機関で回答者の 9 割以上がほとんど

利用していません。 

 

 

図 1-38 公共交通の利用頻度 

 

年齢別の公共交通の利用頻度を見ると JR 以外の交通機関では年齢を経るごとに利用回数が増加して

います。特に、デマンドバスは 75 歳以上の人が限定的に利用しています。また、JR は逆に年齢が若い

ほど利用回数が多くなります。 

 

 

図 1-39 年齢別公共交通の利用頻度（その１） 
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図 1-40 年齢別公共交通の利用頻度（その２） 
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図 1-41 年齢別公共交通の利用頻度（その３） 

 

Ｑ２．公共交通の移動手段別の認知度 

公共交通の認知度としてはどれも 4 割以上が知っていると答えましたが、知らない、あまり知らない

と答えた割合も全体を通して3割を超えています。また、とりわけバスの認知度が低くなっています。 

 

 

図 1-42 公共交通の認知度 
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年齢別の公共交通の認知度を見ると JR 以外の交通機関では年齢を経るごとに認知度が増加していま

す。また、JRは逆に年齢が若いほど認知度が高くなります。 

 

 

 

 

 

図 1-43 年齢別公共交通の認知度（その１） 
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図 1-44 年齢別公共交通の認知度（その２） 
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問５．公共交通の課題や今後の取り組み 

Ｑ１．あつまバス（千歳線、苫小牧線、沼ノ端線、早来線）の満足度 

あつまバスについて、回答者の半数以上が全項目で分からないと答えています。また、普通と答えてい

る割合も多くみられ、知ってもらい、使ってもらう仕組みづくりが必要です。 

 

 

図 1-45 あつまバスの満足度 

 

あつまバスについて、地区別の満足度を見ると、安平地区、追分地区では75%以上が分からないと答

えた一方、遠浅地区、早来地区では、普通、やや不満がそれぞれ比較的多く見られました。 

 

 

図 1-46 地区別あつまバスの総合的な満足度 
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Ｑ２．町の循環バスの満足度 

まちの循環バスについて、回答者の 6 割以上が全項目で分からないと答えています。また、普通と答

えている割合も 10%以上みられ、知ってもらい、使ってもらう仕組みづくりが必要です。 

 

 

図 1-47 循環バスの満足度 

 

循環バスについて、地区別の満足度を見ると、全ての地区で分からないが 6 割前後を占めました。ま

た、早来地区では不満が比較的多くなっています。 

 

 

図 1-48 地区別循環バスの総合的な満足度 
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Ｑ３．デマンドバスの満足度 

デマンドバスについて、回答者の65%以上が全項目で分からないと答えています。また、普通と答え

ている割合も10%前後みられ、知ってもらい、使ってもらう仕組みづくりが必要です。 

 

 

図 1-49 デマンドバスの満足度 

 

デマンドバスについて、地区別の満足度を見ると、全ての地区で分からないが6割以上を占めました。

また、どの地区でも不満が満足と同数もしくはやや多い結果となりました。 

 

 

図 1-50 地区別デマンドバスの総合的な満足度 
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Ｑ４．安平町で実施している公共交通の利便性向上や利用促進の取り組みの認知度 

取り組みの認知度について、公共交通の時刻表が載っているパンフレットには 6 割程度の認知があり

ますが、そのほかの取り組みは 35％程度以下と、低い認知度となっています。 

 

 

図 1-51 公共交通の取り組みの認知度 
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Ｑ５．今後の公共交通の維持のあり方 

公共交通の利用者数の低迷、運転手不足など厳しさが増す中、今後の公共交通のあり方としては、「更

に利用者の助成を充実して利用者を確保する必要がある」、「事業者が利便性を高めるなど、自助努力が必

要」、「自動車利用者も積極的に公共交通を利用するなど、生活スタイルを変える必要がある」が上位とな

っています。 

 

 

図 1-52 公共交通の維持のあり方 
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Ｑ６．今後の地域公共交通の取り組みを進めるうえで、優先度の高い施策 

優先度の高い施策としては、「利用したい時間・曜日を充実し、利用の少ない時間・曜日は減便するな

ど、便数調整の検討」、「乗継割引や高齢者割引等の運賃負担を軽減する取組身の検討」が上位となってい

ます。 

 

 

図 1-53 公共交通について優先度の高いもの 
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Ｑ７．バスが無くなった場合の日常的なハイヤーの利用及びその際の利用目的 

将来的なハイヤーの利用について、バスの運賃と同じくらいであれば利用するが約 4 割を占め、利用

目的としては通院、買い物が多くを占めています。 

 

 

図 1-54 ハイヤーの利用可能性 

 

 

図 1-55 ハイヤーの利用目的 
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Ｑ８．現在の公共交通の利用と新型コロナウイルス感染拡大前と比較した変化 

新型コロナウイルス感染症の影響については、元々公共交通を利用していないが半数以上(56.4%)と

多くを占めました。続いて利用を特に変えていないという回答が続きました(27.0%)。 

 

 

図 1-56 新型コロナウイルス感染症の影響 
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2  ニューズレターの発行 

安平町地域公共交通計画の策定に当たって、計画の進捗状況に合わせて住民の皆様に対して、ニューズ

レターを3回発行しました。発行したニューズレターは以下の通りです。 
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（１）第 1 号 
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（２）第２号 
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（３）第３号 
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